
法法法法法          廷廷廷廷廷          ののののの          特特特特特          徴徴徴徴徴
　最高裁判所の審理では，高等裁判所までの裁判手続や判決内容に憲法や法令
の違反がないかどうかを判断することが中心となることから，下級裁判所の法
廷とはいくつかの違いがあります。例えば，訴訟関係人は，法律的な主張を裁
判所に対して述べるにとどまるため，お互いの席は向かい合わずに，裁判官席
の方を向いています。また，証人等から話を聴くことはないため，証人席は設
けられていません。

見見見見見     学学学学学     ののののの     申申申申申     込込込込込     みみみみみ     ににににに     つつつつつ     いいいいい     ててててて
　最高裁判所の見学は，学校行事の場合とその他
の場合で申込み方法が異なります。
　詳しくは，裁判所ホームページ(http://www.c
ourts.go.jp/)内の「最高裁判所の案内」コーナー
にある「最高裁の庁舎見学」をご覧ください。

庁庁庁庁庁          舎舎舎舎舎          ははははは          満満満満満  30    30    30    30    30  歳歳歳歳歳
　現在の庁舎は，２年10か月の歳月と約126億円の費用をかけ，昭和49年(1974

年)３月に竣工しました。今年は竣工からちょうど30 年にあたります。

　最高裁判所は昭和22 年(1947 年)５月３日，現憲法の施行とともに創設さ
れましたが，戦後の混乱の折から庁舎建設が困難であったため，霞が関に
あった旧大審院の建物を利用していました。現在の庁舎は，二十数年にわた
る計画のもと建設されたものです。庁舎の設計については，広く建築家から
プランを公募しました。そして，217点の応募作品の中から選ばれたのが，岡
田新一氏ほか16名による作品です。周囲にある皇居の緑や国会議事堂等との
つながりが感じられ，最高裁判所の品位と重厚さをよく表現しているという
ことなどから選ばれました。
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　最高裁判所では，学校行事で訪れる生徒さんや一般の方のために，庁舎見学のご案内を行って
います。毎年多数の申込みをいただいており，平成１５年には，約６万７０００人もの方が見学
されました。今回は，見学コースのあらましをご紹介します。
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